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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年1月12日(2017.1.12)

【公開番号】特開2014-160125(P2014-160125A)
【公開日】平成26年9月4日(2014.9.4)
【年通号数】公開・登録公報2014-047
【出願番号】特願2013-30036(P2013-30036)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   26/10     １０２　
   Ｇ０２Ｂ   26/10     　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ    3/00     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    1/04     １０４Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月29日(2016.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
前記光源の光束を第１光束と第２光束に分割する偏光ビームスプリッタと、
第１被走査面上を光走査するように前記第１光束を偏向する第１回転多面鏡、および、第
２被走査面上を光走査するように前記第２光束を偏向し、かつ、前記第１光束が、前記第
１被走査面を光走査しているとき、前記第２光束が、前記第２被走査面を光走査しないよ
うに、前記第１回転多面鏡に対して回転方向の位相をずらして配置した第２回転多面鏡を
有する偏向器と、
前記偏向器までの第１光束の光路上に配置された第１（１／４）波長板と、
前記偏向器までの第２光束の光路上に配置された第２（１／４）波長板とを備えた光走査
装置において、
前記偏光ビームスプリッタに入射した各回転多面鏡からの戻り光が出射する前記偏光ビー
ムスプリッタの戻り光出射面と、前記戻り光出射面と対向する装置本体の対向面との間に
空間が形成されるように、偏光ビームスプリッタを装置本体に取り付けたことを特徴とす
る光走査装置。
【請求項２】
　請求項１の光走査装置において、
光源の光の一部を前記偏光ビームスプリッタの偏光分離面で、前記戻り光出射面と対向す
る装置本体の対向面から離れる方向へ反射して、光を分割するように、前記偏光ビームス
プリッタを設けており、
前記偏光ビームスプリッタの各回転多面鏡の回転軸方向と光軸方向いずれにも平行な面を
固定面として用い、
前記偏光ビームスプリッタと前記回転軸方向から接触して、前記偏光ビームスプリッタの
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前記回転軸方向の位置決めを行う回転軸方向位置決め部を備え、
前記回転軸方向位置決め部を、前記偏光ビームスプリッタの有効範囲以外の箇所に接触さ
せたことを特徴とする光走査装置。
【請求項３】
　請求項２の光走査装置において、
前記偏光ビームスプリッタと光軸方向側から接触して、前記偏光ビームスプリッタの光軸
方向の位置決めを行う光軸方向位置決め部を備え、
前記光軸方向位置決め部を、前記偏光ビームスプリッタの有効範囲以外の箇所に接触させ
たことを特徴とする光走査装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３いずれかの光走査装置において、
前記偏光ビームスプリッタを保持する保持部材を備え、
前記偏光ビームスプリッタは、前記保持部材を介して装置本体に取り付けられることを特
徴とする光走査装置。
【請求項５】
　画像情報に応じた走査光で光走査装置により感光体を走査して該感光体上に潜像を形成
し、該潜像を現像することにより得た画像を最終的に記録材上に転移させて該記録材上に
画像を形成する画像形成装置において、
上記光走査装置として、請求項１乃至４いずれかの光走査装置を用いたことを特徴とする
画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、光源と、前記光源の光束を第１光束と
第２光束に分割する偏光ビームスプリッタと、第１被走査面上を光走査するように前記第
１光束を偏向する第１回転多面鏡、および、第２被走査面上を光走査するように前記第２
光束を偏向し、かつ、前記第１光束が、前記第１被走査面を光走査しているとき、前記第
２光束が、前記第２被走査面を光走査しないように、前記第１回転多面鏡に対して回転方
向の位相をずらして配置した第２回転多面鏡を有する偏向器と、前記偏向器までの第１光
束の光路上に配置された第１（１／４）波長板と、前記偏向器までの第２光束の光路上に
配置された第２（１／４）波長板とを備えた光走査装置において、前記偏光ビームスプリ
ッタに入射した各回転多面鏡からの戻り光が出射する前記偏光ビームスプリッタの戻り光
出射面と、前記戻り光出射面と対向する装置本体の対向面との間に空間が形成されるよう
に、偏光ビームスプリッタを装置本体に取り付けたことを特徴とするものである。
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